
 

選考会における評価意見 

団体 評価意見 

かんでら 

monzen 亭 

地域のつながりの醸成を期待できるような申請内容となって

いる点を高く評価している。 

今回作製する掲示板が、情報を伝えるだけの単なるハードの

装置としての掲示板ではなく、多様な交流を生み出す装置とし

て活用されることを期待したい。多様な交流を生み出すには、

講師の多様性が担保される必要があると考えられるので、講師

の選定にあたっては、ご留意いただきたい。 

また、外に向けてより効果的な広報となるよう「かさてらこ

や」という場所がイメージできるようなデザインの掲示板を作

製していただきたい。 

平針南学区自治会 

地域のニーズを踏まえて今年度進むべき方向性が定まってお

り、大規模余剰地の発生などの状況の変化に対しても、ステー

クホルダーとの対話が計画的に考えられているため、非常に高

く評価している。 

また、拠点づくりに関しては、昨年度のイベント性のある拠

点から木陰など自然発生的な拠点などコミュニティ拠点の発想

が年々豊かになってきている点も評価している。今年度は拠点

の運営体制を、実際に旧喫茶店を利活用し検討するとのことだ

が、住民の人が役割をもって継続的にかかわれるような作業か

ら結果をフィードバックしていただくことを期待したい。 

構想づくりにおいて、状況の変化にどのように対応していくの

かという課題を抱える他団体のモデルとなるような取り組みと

なり、3 年間の集大成として構想が完成することを期待してい

る。   



 

名駅東花車・船入地

区まちづくりの会 

まちづくり協議会の活動実績や（今後策定される）構想を地

域や社会に向けて情報発信するためのツールとして、HP を整

備することに有効性があると評価している。 

特に、当該地区の特性である歴史性や多文化共生という点を

踏まえて、歴史的資源の情報をアーカイブする他、多言語対応

で情報発信する活動も実践していただくことを期待している。 

一方で、今回の HP 作成等（勉強会やイベント含め）の一連

の活動を通じて、花車ビルの建て替え等地区の課題の当事者と

のコミュニケーションが高まることも期待している。 

さらに、HP が情報を蓄積し、活動の全体像を体系的に伝え

る役割を担うのに対して、SNS 等の即応性や相互コミュニケー

ションを高めるツールを併用することが重要となる。そういっ

た広報活動の全体像についても、協議会の中で議論、実践して

いただくことも期待していている。 

金城ふ頭まちづくり

協議会 

地区のイメージや強みに関する調査・検討を行う際は、強み

だけでなく弱みや課題についても把握分析することを望む。 

エリアの特性として、地域住民がいないため、企業間のコミ

ュニティー形成が重要である。今回実施するインタビューやヒ

アリングに加えて、協議会の出席メンバーだけでない各企業で

働く方々の多様な意見も聴取できるような機会があり、得られ

たデータが構想づくりに活かされえることを望んでいる。 

また、ワークショップも多様なメンバーで行うことにより、

新たなまちづくり活動の担い手の発掘にもつながっていくこと

も期待している。   



 

植田東 

学区連絡協議会 

 モデル町内会を選び、問題点を検証しながらアプリを現場に

適したものとして全体に展開していくことを予定しており実現

性が高い点や、アプリの利便性だけでなく、防災時の安否確認

に利用するなど必然性も理解できた点など申請内容を高く評価

している。 

また、デジタルなものに対して拒否反応があるケースも想定さ

れる中、そのような状況に対しても配慮のとれた提案となって

おり評価しているが、１つ希望を申し上げると、苦手な人に対

してのサポートデスクを設置し、例えば高齢者と孫世代が交流

するといったような世代間交流の観点も考慮していただけると

ありがたい。 

地縁組織を母体にしている地域まちづくり団体の在り方にとっ

てデジタルなものを導入していくことはとても意義のあるもの

であるため、期待している。 

宮の渡し・大瀬子地

区まちづくり協議会 

 東浜御殿など歴史的資源に恵まれた地区の特性を活かしたま

ちづくりを進めていきたいといった団体が考えているまちの将

来像や地区の課題認識を、コンサルタントの協力を得て、客観

的なデータやアンケートをもって精度を高め「第三者がみても

納得できる構想を作りたい」という考え方を評価している。 

アンケートの実施にあたっては、フォーマルな方法(町内会で

の意見聴取)だけでなく、インフォーマルな方法（住民とコミュ

ニコミュニケーションをとる中での意見聴取）も取り入れるな

ど多様な意見を聴取できるよう工夫していただきたい。住民の

中には歴史的資源を大切にしたいというよりも、生活利便性を

求める声もある可能性があるが、これも踏まえて、今回の調査

やアンケート活動によって住民間のコミュニケーションが高ま

り、地域の歴史的資源が地域住民の誇りになっていくプロセス

として展開してもらえたらと期待している。 

また、構想が策定された後には、構想の内容が地域の方に伝

わり歴史的資源が地域の誇りになるためにも、デザインにこだ

わり、手に取りたくなるようなパンフレットを作成する等の工

夫についてもご検討いただけるとありがたい。 

※活動実施計画書については、評価意見を反映した内容で作成･提出をしてください。 

※活動についても、評価意見を踏まえて実施し、中間報告および実績報告時には、評価

意見を踏まえた上での実施状況を報告してください。 


